２００４年１１月４日
三菱レイヨン株式会社

アジア向けＭＢＳ樹脂など樹脂添加剤の３次値上げについて

三菱レイヨン株式会社は、ＭＢＳ（メチルメタクリレート・ブタジエン・スチレン）樹脂を中心とする樹脂添加剤のアジア向け輸出価格を再度値上げすることとし、需要家との交渉を開始しました。値上げ幅は、１１月積み分から１トン当たりＵＳ＄３００です。

当社は今年２月と９月にそれぞれ１トン当たりＵＳ＄２００の値上げを実施しましたが、ここにきて主原料であるＭＭＡ（メチルメタクリレート）モノマー、ブタジエン、ＳＭ（スチレンモノマー）の価格が更に高騰しています。最近の品薄感を背景とした原料事情からすると、更に原料価格が高騰することも予想されます。また、ＭＢＳ樹脂のアジア需要は、引続き塩化ビニル樹脂の中国における窓枠などの建材用途の引合い増に牽引され、全般的に品薄の状況になっています。
この様な状況から、当社としては採算の改善をする必要があると判断して、再度製品に価格転嫁することとしました。なお、今後の原料価格動向によっては、更なる値上げの可能性もあります。
＊＊＊＊＊＊＊　本件に関する問合せ先　＊＊＊＊＊＊＊
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